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は
じ
め
に

﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
い
て
、
藤
花
宴
は
花
宴
巻
、
藤
裏
葉
巻
、
宿

木
巻
と
正
編
・
続
編
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
描
か
れ
る
。
花
宴
巻
で

は
右
大
臣
邸
、
藤
裏
葉
巻
で
は
内
大
臣
邸
と
、
正
編
の
藤
花
宴
が
藤

原
氏
の
実
力
者
の
自
邸
で
私
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
宿
木

巻
の
藤
花
宴
は
「
公
事
に
て
、
主
の
宮
の
仕
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
に
は

あ
ら
ず
」（
宿
木
⑤
四
八
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、今
上
帝
が
主
催
す
る
。

「
主
の
宮
」
と
は
今
上
帝
皇
女
女
二
宮
（
母
は
藤
壺
女
御
）
の
こ
と
で
、

母
を
亡
く
し
た
後
、
今
上
帝
裁
可
の
も
と
、
す
で
に
薫
に
降
嫁
し
て

い
る
。
女
二
宮
の
裳
着
の
日
に
行
わ
れ
た
婚
礼
の
儀
自
体
が
、「
大
将

参
り
た
ま
ひ
け
る
夜
の
こ
と
は
忍
び
た
る
さ
ま
な
り
」（
同
⑤
四
七
四

頁
）
と
語
ら
れ
、
三
日
夜
の
儀
は
「
私
事
」（
同
⑤
四
七
六
頁
）
と
し

て
密
や
か
に
敢
行
さ
れ
た
の
に
対
し
、
藤
花
宴
は
女
二
宮
が
薫
と
女

三
宮
の
住
む
三
条
宮
へ
と
移
る
前
日
に
、
女
二
宮
の
居
所
藤
壺
で
夕

霧
、
紅
梅
大
納
言
な
ど
の
公
卿
や
匂
宮
な
ど
の
親
王
た
ち
が
列
し
た

上
で
盛
大
に
行
わ
れ
た)

1
(

。
薫
は
「
御
婿
」（
同
⑤
四
八
三
頁
）
と
し
て

今
上
帝
に
手
厚
く
も
て
な
さ
れ
、
そ
の
卓
越
し
た
栄
達
が
印
象
づ
け

ら
れ
て
い
る
。

花
宴
巻
の
藤
花
宴
に
は
光
源
氏
が
、
藤
裏
葉
巻
の
藤
花
宴
に
は
夕

霧
が
、
そ
れ
ぞ
れ
藤
原
氏
の
邸
宅
に
招
か
れ
た
が
、︿
藤
﹀
に
藤
原
氏

の
娘
が
仮
託
さ
れ
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
招
待
し
た
藤

原
氏
側
に
は
光
源
氏
や
夕
霧
を
婿
に
迎
え
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る)

2
(

。
す
で
に
拙
稿
で
、﹃
伊
勢
物
語
﹄
や
﹃
源
氏
物
語
﹄

で
行
わ
れ
た
、
物
語
世
界
の
中
の
藤
花
宴
と
、
宿
木
巻
の
藤
花
宴
の

関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
通
り)

3
(

、
物
語
世
界
の
中
の
藤
花
宴
は
全

宿
木
巻
の
藤
花
宴

―
―
帝
主
催
の
意
義
―
―

宮　

内　

理　

伽
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て
臣
下
の
邸
宅
で
私
的
に
行
わ
れ
た
宴
で
あ
り
、
天
皇
主
催
の
公
的

な
行
事
と
し
て
藤
花
宴
を
宮
中
で
行
う
例
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

観
賞
さ
れ
る
対
象
の
︿
藤
﹀
は
、
正
編
の
藤
花
宴
で
は
藤
原
氏
を
象

徴
す
る
景
物
と
し
て
物
語
に
登
場
し
て
い
る
が
、
宿
木
巻
で
は
藤
壺

に
咲
く
花
に
な
っ
て
い
る
。﹃
源
氏
物
語
﹄
の
中
の
三
度
の
藤
花
宴

は
連
関
し
つ
つ
も
、
宿
木
巻
の
藤
花
宴
の
み
先
行
す
る
二
つ
の
藤
花

宴
と
は
全
く
異
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
宿
木
巻
の
藤
花
宴
が
天
皇
が
主
催
し
た
藤
花
宴
で
あ

っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
第
一
節
に
お
い
て
史
上
の
天
皇
主
催
の
藤

花
宴
の
政
治
的
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
二
節
で
藤
花
宴

に
お
け
る
藤
原
氏
の
あ
り
方
を
論
じ
た
上
で
、
第
三
節
で
続
編
で
の

藤
壺
の
変
質
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
天
皇
主
催
の
藤
花
宴
の
意
義

ま
ず
、
宿
木
巻
の
藤
花
宴
の
叙
述
を
確
認
し
た
い
。﹃
花
鳥
余
情
﹄

が
天
暦
三
年
（
949
）
に
村
上
天
皇
出
御
の
も
と
行
わ
れ
た
藤
花
宴
を

准
拠
と
し
て
指
摘
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
明
日
と
て
の
日
、
藤
壺
に
上
渡
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
藤
の
花
の

宴
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
南
の
廂
の
御
簾
あ
げ
て
、倚
子
立
て
た
り
。

Ｂ
公
事
に
て
、
主
の
宮
の
仕
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
に
は
あ
ら
ず
、

上
達
部
、
殿
上
人
の
饗
な
ど
内
蔵
寮
よ
り
仕
う
ま
つ
れ
り
。
Ｃ

右
大
臣
、
按
察
大
納
言
、
藤
中
納
言
、
左
兵
衛
督
、
親
王
た
ち

は
三
の
宮
、
常
陸
の
宮
な
ど
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ふ
。
南
の
庭
の
藤

の
花
の
も
と
に
、殿
上
人
の
座
は
し
た
り
。
Ｄ
後
涼
殿
の
東
に
、

楽
所
の
人
々
召
し
て
、
暮
れ
ゆ
く
ほ
ど
に
、
双
調
に
吹
き
て
。

上
の
御
遊
び
に
、
宮
の
御
方
よ
り
御
琴
ど
も
、
笛
な
ど
出
だ
さ

せ
た
ま
へ
ば
、
大
臣
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
御
前
に
と
り

つ
つ
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
。
Ｅ
故
六
条
院
の
御
手
づ
か
ら
書
き
た
ま

ひ
て
、
入
道
の
宮
に
奉
ら
せ
た
ま
ひ
し
琴
の
譜
二
巻
、
五
葉
の

枝
に
つ
け
た
る
を
、
大
臣
取
り
た
ま
ひ
て
奏
し
た
ま
ふ
。
次
々

に
、
箏
の
御
琴
、
琵
琶
、
和
琴
な
ど
、
朱
雀
院
の
物
ど
も
な
り

け
り
。
Ｆ
笛
は
、
か
の
夢
に
伝
へ
し
、
い
に
し
へ
の
形
見
の
を
、

ま
た
な
き
も
の
の
音
な
り
と
め
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
こ
の

を
り
の
き
よ
ら
よ
り
、
ま
た
は
、
い
つ
か
は
は
え
ば
え
し
き
つ

い
で
の
あ
ら
む
と
思
し
て
、
取
う
出
で
た
ま
へ
る
な
め
り
。
Ｇ

大
臣
和
琴
、
三
の
宮
琵
琶
な
ど
、
と
り
ど
り
に
賜
ふ
。
大
将
の

御
笛
は
、
今
日
ぞ
世
に
な
き
音
の
限
り
は
吹
き
た
て
た
ま
ひ
け

る
。
殿
上
人
の
中
に
も
、
唱
歌
に
つ
き
な
か
ら
ぬ
ど
も
は
召
し

出
で
て
、
お
も
し
ろ
く
遊
ぶ
。 

（
宿
木
⑤
四
八
一
~
二
頁
）

引
用
し
た
よ
う
に
、
設
営
か
ら
酒
宴
ま
で
詳
細
に
儀
式
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
藤
壺
の
南
側
の
廂
の
御
簾
を
上
げ
、
今
上
帝
の
倚

子
が
設
置
さ
れ
た
（
Ａ
）。
天
皇
主
催
の
公
的
な
行
事
と
し
て
、
内
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蔵
寮
が
饗
を
手
配
し
（
Ｂ
）、
公
卿
や
親
王
達
も
列
し
た
。
南
の
庭

に
殿
上
人
の
座
が
設
け
ら
れ
た
（
Ｃ
）。
楽
人
を
召
し
て
管
弦
が
あ

っ
た
が
、
楽
器
は
女
二
宮
方
か
ら
提
供
さ
れ
た
（
Ｄ
）。
さ
ら
に
、

光
源
氏
親
筆
の
琴
譜
が
右
大
臣
夕
霧
に
よ
っ
て
献
上
さ
れ
（
Ｅ
）、

そ
の
後
朱
雀
院
伝
来
の
楽
器
も
献
上
さ
れ
た
が
、
薫
は
柏
木
か
ら
受

け
継
い
だ
横
笛
を
吹
い
た
（
Ｆ
）。
こ
の
後
、
女
二
宮
か
ら
の
粉
熟

の
提
供
や
和
歌
の
唱
和
が
あ
り
、
夜
ま
で
遊
宴
が
続
い
た
と
い
う
。

場
所
や
殿
上
人
の
座
の
位
置
、楽
人
を
召
し
た
上
で
の
管
弦
な
ど﹃
源

氏
物
語
﹄
で
の
藤
花
宴
の
叙
述
が
、﹃
西
宮
記
﹄
に
載
る
天
暦
三
年

（
949
）
の
藤
花
宴
の
次
第
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指

摘
さ
れ
て
い
る)

4
(

。﹃
花
鳥
余
情
﹄
以
来
天
暦
三
年
の
藤
花
宴
を
准
拠

と
す
る
理
由
は
、
琴
譜
の
献
上
に
求
め
ら
れ
る
。

西
宮
記
云
天
暦
三
年
四
月
十
二
日
於
飛
香
舎
有
藤
花
宴
︙
大
臣

奏
聞
召
二
楽
所
別
当
中
納
言
源
朝
臣
一
令
召
二
楽
人
一
︙
大
臣
取
二

御
杖
一
源
朝
臣
取
二
御
琴
譜
一
進
二
御
前
一
奏
云
延
喜
御
時
御
琴
譜

云
︙ 

（﹃
花
鳥
余
情
﹄
宿
木
巻
）

醍
醐
天
皇
か
ら
娘
勤
子
内
親
王
へ
と
伝
え
ら
れ
た
琴
譜
を
、
内
親

王
の
夫
右
大
臣
藤
原
師
輔
が
源
高
明
を
し
て
村
上
天
皇
に
献
上
さ
せ

て
い
る
（
傍
線
部
）。
こ
の
記
述
と
対
応
す
る
よ
う
に
、﹃
源
氏
物
語
﹄

で
は
、
女
三
宮
に
伝
え
ら
れ
た
光
源
氏
親
筆
の
琴
譜
を
、
夕
霧
が
今

上
帝
に
献
上
し
て
い
る
（
傍
線
部
Ｅ
）。

先
行
研
究
で
は
、
主
に
こ
の
天
暦
三
年
の
藤
花
宴
が
重
視
さ
れ
て

き
た
。
藤
本
勝
義
氏
は
、
醍
醐
天
皇
の
三
人
の
内
親
王
を
娶
っ
た
右

大
臣
藤
原
師
輔
に
関
わ
る
儀
礼
を
准
拠
と
す
る
こ
と
で
、
薫
が
今
上

帝
の
婿
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
論
じ
た)

5
(

。
一
方
で
、
准
拠
が

村
上
聖
代
の
故
実
の
史
実
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
の
が
中
嶋
朋
恵

氏
で
あ
る
。
氏
は
、盛
大
な
儀
礼
が
結
婚
披
露
の
場
と
な
る
こ
と
で
、

薫
が
も
は
や
自
ら
の
出
生
の
秘
密
の
露
見
を
心
配
す
る
必
要
が
な
い

立
場
へ
と
昇
っ
た
と
論
じ
た)

6
(

。

本
節
で
は
天
暦
三
年
の
藤
花
宴
だ
け
で
は
な
く
、
天
皇
主
催
の
藤

花
宴
と
い
う
場
そ
の
も
の
を
﹃
源
氏
物
語
﹄
へ
と
組
み
込
ん
だ
意
義

に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
史
上
、
父
帝
裁
可
の
も
と
内
親
王
が
降
嫁

す
る
事
例
は
﹃
源
氏
物
語
﹄
が
成
立
し
た
後
し
か
見
ら
れ
ず)

7
(

、
物

語
成
立
当
時
は
内
親
王
と
臣
下
の
婚
姻
を
祝
す
よ
う
な
儀
礼
は
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
親
王
と
臣
下
と
い
う
物
語
世

界
独
自
の
婚
姻
を
祝
す
場
と
し
て
、
何
故
天
皇
主
催
の
藤
花
宴
が
仮

構
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
天
皇
主
催
の
藤
花
宴
が
ど
の
よ

う
な
場
で
あ
っ
た
の
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る)

8
(

。
そ
も
そ
も
藤
花

宴
は
、
花
宴
（
主
に
桜
を
観
賞
す
る
）
の
一
種
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

た
。
花
宴
の
初
例
は
嵯
峨
朝
弘
仁
三
年
（
812
）
二
月
十
二
日
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
淳
和
朝
以
降
正
月
に
行
う
内
宴
に
統
合
さ
れ
た
。
し
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か
し
、
宇
多
天
皇
が
花
宴
を
復
活
さ
せ
る
。
宇
多
朝
以
後
に
行
わ
れ

た
花
宴
は
、
常
寧
殿
や
清
涼
殿
な
ど
の
天
皇
の
居
所
に
近
い
空
間
で

行
わ
れ
、
文
人
を
召
し
て
漢
詩
を
賦
さ
せ
る
の
を
通
例
と
し
た
よ
う

だ
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
滝
川
幸
司
氏
は
、「
花
宴
は
、
内
宴
に
似
た
天

皇
の
私
の
宴
・
密
宴
と
い
う
性
格
を
持
つ
︿
公
宴
﹀
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る)

9
(

。
醍
醐
・
朱
雀
・
村
上
朝
に
隆
盛

を
迎
え
た
花
宴
だ
っ
た
が
、
村
上
天
皇
以
降
は
次
第
に
行
わ
れ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。

以
下
掲
出
す
る
の
は
、
儀
式
次
第
や
史
書
に
残
る
一
条
朝
ま
で
の

藤
花
宴
の
例
で
あ
る)
10
(

。
概
観
す
る
と
、
藤
花
宴
は
多
く
後
宮
で
行

わ
れ
て
い
る
（
①
~
③
、
⑤
）。

①
醍
醐
天
皇　

延
喜
二
年
（
902
）
三
月
二
十
日　
　

藤
壺　

②
朱
雀
天
皇　

承
平
三
年
（
933
）
四
月
十
七
日　
　

藤
壺

③
村
上
天
皇　

天
暦
三
年
（
949
）
四
月
十
二
日　
　

藤
壺　

④ 

村
上
天
皇　

応
和
元
年
（
961
）
閏
三
月
十
一
日　

冷
泉
院
釣

殿
⑤ 

円
融
天
皇　

天
禄
三
年
（
972
）
三
月
二
五
日　
　

梨
壺
（
一

説
に
藤
壺
）

藤
花
宴
と
そ
の
他
の
花
宴
の
違
い
に
つ
い
て
、
橋
本
不
美
男
氏
は

大
き
く
二
点
指
摘
す
る)
11
(

。
一
つ
目
は
、
天
皇
の
居
所
に
近
い
空
間

で
行
わ
れ
た
花
宴
の
中
で
も
、
特
に
藤
花
宴
は
後
宮
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、そ
の
場
合
は
后
妃
や
皇
女
の
列
席
を
伴
っ
た
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
橋
本
氏
は
、
藤
花
宴
の
出
席
者
に
注
目
し
、
藤

原
氏
出
身
の
「
筆
頭
女
御
」
と
言
う
べ
き
后
妃
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
摂
関
等
の
後
見
勢
力
に
よ
る
、
後
宮
に
お
け
る
正
妃

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
べ
き
身
位
の
事
実
上
の
顕
示
も
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
示
唆
す
る
。
二
つ
目
は
、
通
例
漢
詩
を
賦

す
花
宴
に
対
し
、
藤
花
宴
で
は
和
歌
が
詠
進
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
以

下
、
藤
花
宴
の
場
所
や
出
席
者
、
和
歌
の
詠
進
に
着
目
し
な
が
ら
、

藤
花
宴
の
歴
史
的
変
遷
と
そ
の
意
義
を
考
え
る
。

記
録
上
に
残
る
藤
花
宴
の
初
例
は
、
延
喜
二
年
（
902
）
三
月
二
十

日
の
醍
醐
天
皇
の
藤
花
宴
で
あ
る
。

延
喜
二
年
三
月
廿
日
御
記
曰
此
日
左
大
臣
（
藤
原
時
平
）
於
飛

香
舎
藤
花
下
有
二
献
物ノ事
一
左
大
臣
執
二
献
物
一
︙
而
後
列
坐シ
テ

藤

花
下
盃
酒
数シ
ハ

巡メ
ク
ル

後
左
大
臣
殊
仰
右
大
将
（
藤
原
定
国
）
令
レ
献
二

題
目
一
飛
香
舎
藤
花
和
歌
則
左
大
臣
置
二
御
硯
匣
奉
手
跡
匣

暫
シ
ハ
ラ
ク

献
二
横
笛
和
琴ヲ
一
其
横
笛
箱
是
承
和
逢
物
﹇
真
本
遺
物
﹈
耳
酒
盃

同
﹇
真
本
間
﹈
︙　

 

（﹃
河
海
抄
﹄
宿
木
巻
所
引
﹃
延
喜
御
記
﹄）

こ
の
日
は
ま
ず
、
左
大
臣
藤
原
時
平
が
醍
醐
天
皇
に
対
し
献
物
を

行
っ
た
。
献
杯
の
後
時
平
は
右
大
将
藤
原
定
国
に
和
歌
の
題
を
献
上

さ
せ
る
。
そ
の
後
、
手
跡
の
匣
、
横
笛
、
和
琴
な
ど
も
献
上
さ
れ
た
。

注
目
す
べ
き
は
、「
飛
香
舎
藤
花
和
歌
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
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時
初
め
て
︿
公
宴
﹀
に
お
い
て
和
歌
が
詠
進
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
延

喜
二
年
（
902
）
の
藤
花
宴
は
和
歌
の
公
的
な
地
位
の
獲
得
の
場
と
な

っ
た
と
さ
れ
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
編
纂
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

て
き
た)
12
(

。

和
歌
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
と
同
時
に
、
藤
花
宴
開
催
の
前
年

に
あ
た
る
延
喜
元
年
（
901
）
に
女
御
宣
下
を
受
け
た
藤
原
穏
子
の
存

在
も
ま
た
問
題
と
な
る
。
田
中
喜
美
春
氏
は
延
喜
二
年
の
藤
花
宴
を

「
時
平
の
同
母
妹
穏
子
の
入
内
一
周
年
を
期
し
て
、
そ
の
地
位
を
確

実
に
す
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
、
史
上
初
の
藤
花
宴
」
と
位
置
付
け

て
い
る)
13
(

。
こ
の
藤
花
宴
が
穏
子
の
入
内
一
周
年
を
祝
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
も
の
の
、
多
く
の
論
に
お
い
て
穏
子
と
藤

花
宴
の
関
連
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

藤
原
穏
子
の
入
内
を
め
ぐ
っ
て
、
宇
多
上
皇
・
宇
多
上
皇
母
后
班

子
女
王
と
藤
原
時
平
と
の
間
で
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
寛
平
九
年
（
897
）
七
月
三
日
に
元
服
し
た
醍
醐
天
皇
は
同

日
践
祚
し
、
わ
ず
か
十
三
歳
で
天
皇
と
な
っ
た
。
同
時
に
宇
多
上
皇

同
母
妹
為
子
内
親
王
が
醍
醐
天
皇
の
も
と
へ
と
入
内
し
た
が
（﹃
日

本
紀
略
﹄）、
こ
の
時
実
は
穏
子
の
入
内
も
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

﹃
九
暦
﹄
天
暦
四
年
（
950
）
六
月
十
五
日
条
（
逸
文
）
に
残
っ
て
い

る)
14
(

。﹃
九
暦
﹄に
よ
れ
ば
、班
子
女
王
が
穏
子
の
入
内
に
強
く
反
発
し
、

宇
多
上
皇
が
穏
子
の
入
内
を
止
め
さ
せ
た
と
い
う
。河
内
祥
輔
氏
は
、

阿
衡
事
件
の
教
訓
か
ら
藤
原
北
家
が
力
を
持
つ
こ
と
を
警
戒
し
た
宇

多
上
皇
が
、
為
子
内
親
王
所
生
の
皇
子
を
次
の
天
皇
に
立
て
る
こ
と

で
藤
原
北
家
を
外
祖
父
と
す
る
天
皇
の
誕
生
を
防
ご
う
と
す
る
意
図

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る)
15
(

。
し
か
し
、二
年
後
の
昌
泰
二
年
（
899
）、

為
子
内
親
王
は
薨
去
し
て
し
ま
う
。
穏
子
は
、
延
喜
元
年
（
901
）
菅

原
道
真
左
遷
の
わ
ず
か
二
か
月
後
に
、
女
御
宣
下
を
受
け
た
（﹃
日

本
紀
略
﹄）。
藤
花
宴
開
催
の
前
年
に
藤
原
時
平
は
宇
多
上
皇
の
反
対

を
押
し
切
り
、
穏
子
の
女
御
宣
下
を
断
行
し
た
が
、
当
然
醍
醐
天
皇

も
了
解
し
た
上
で
の
女
御
宣
下
で
あ
ろ
う
。
藤
原
北
家
が
権
勢
を
握

る
こ
と
を
警
戒
し
た
宇
多
上
皇
に
対
し
、
穏
子
と
い
う
后
妃
を
通
し

て
醍
醐
天
皇
は
藤
原
北
家
に
接
近
し
て
い
る
。
後
宮
に
お
い
て
初
め

て
催
さ
れ
た
藤
花
宴
は
、
藤
原
北
家
と
の
姻
戚
関
係
を
背
景
に
行
わ

れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

朱
雀
朝
承
平
三
年（
933
）に
行
わ
れ
た
②
の
藤
花
宴
に
関
し
て
、﹃
日

本
紀
略
﹄
に
わ
ず
か
に
、「
天
皇
召
二
公
卿
侍
臣
於
飛
香
舎
一
。
翫
二
藤

花
一
。
命
二
絲
竹
一
。
賦
レ
詩
。」（﹃
日
本
紀
略
﹄
承
平
三
年
四
月
十
七
日
条
）

と
残
る
。
こ
の
頃
藤
壺
を
居
所
と
し
て
い
た
の
は
、
朱
雀
天
皇
母
后

藤
原
穏
子
だ
っ
た)
16
(

。
こ
の
時
朱
雀
天
皇
は
わ
ず
か
十
歳
。
朱
雀
天

皇
御
代
に
お
い
て
穏
子
は
母
后
と
し
て
絶
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
お

り)
17
(

、
藤
壺
で
行
わ
れ
た
藤
花
宴
に
穏
子
が
関
与
し
た
可
能
性
は
高

い
。
朱
雀
天
皇
が
藤
壺
で
藤
花
宴
を
行
う
こ
と
で
、
母
后
穏
子
の
後
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宮
居
所
に
公
卿
達
が
参
集
し
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
参
加
し
た

者
達
は
天
皇
の
後
見
役
を
担
う
藤
原
穏
子
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
認

識
し
た
だ
ろ
う
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
村
上
天
皇
臨
御
の
も
と
天
暦
三
年
（
949
）
に

行
わ
れ
た
③
の
例
は
、﹃
花
鳥
余
情
﹄
以
来
、﹃
源
氏
物
語
﹄
宿
木
巻
藤

花
宴
の
准
拠
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
藤
壺
を
居
所
と
し

て
い
た
の
は
右
大
臣
藤
原
師
輔
の
娘
安
子
だ
っ
た)
18
(

。
③
の
藤
花
宴

の
参
加
者
に
つ
い
て
は
、﹃
古
今
著
聞
集
﹄
か
ら
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。同

じ
き
三
年
四
月
十
二
日
、飛
香
舎
に
て
藤
花
の
宴
あ
り
け
り
。

右
大
臣
（
藤
原
師
輔
）・
左
衛
門
督
（
源
高
明
）・
左
兵
衛
督
（
藤

原
師
尹
）
候
ひ
給
ふ
。
和
歌
糸
竹
の
興
な
ど
は
て
て
、女
御
（
藤

原
安
子
）、
御
お
く
り
物
あ
り
け
り
。
先
皇
の
勤
子
内
親
王
に

た
ま
ひ
け
る
筝
譜
三
巻
、
貞
保
親
王
の
用
ゐ
た
り
け
る
笛
・
螺

鈿
の
筝
な
ど
を
ぞ
奉
り
給
け
る
。
︙

 

（
巻
第
六
管
弦
歌
舞
・
二
三
九
）

右
大
臣
藤
原
師
輔
、
左
衛
門
督
源
高
明
、
左
兵
衛
督
藤
原
師
尹
、

村
上
天
皇
女
御
で
藤
原
師
輔
の
娘
藤
原
安
子
が
参
加
し
て
い
る)
19
(

。

源
高
明
は
藤
原
師
輔
の
娘
婿
、
師
尹
は
師
輔
の
同
母
弟
で
あ
り
、
藤

原
師
輔
・
安
子
親
子
と
血
縁
・
姻
戚
関
係
が
濃
い
公
卿
が
参
加
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。

天
慶
三
年
（
940
）
四
月
に
、
安
子
は
立
坊
前
の
村
上
天
皇
の
も
と

へ
い
ち
早
く
入
内
し
た
。
村
上
天
皇
は
天
慶
七
年
（
944
）
四
月
二
十

二
日
に
立
太
子
、
天
慶
九
年
（
946
）
四
月
二
十
日
に
践
祚
（﹃
日
本
紀

略
﹄）。
五
月
に
安
子
は
女
御
宣
下
を
受
け
て
い
る
（﹃
貞
信
公
記
﹄）。

師
輔
異
母
兄
藤
原
実
頼
は
、
そ
の
年
の
十
一
月
に
娘
述
子
を
村
上
天

皇
の
も
と
へ
と
入
内
さ
せ
た
（﹃
貞
信
公
記
﹄）。
述
子
は
翌
月
す
ぐ
に

女
御
宣
下
を
受
け
、
村
上
天
皇
の
有
力
な
后
妃
の
一
人
と
し
て
後
宮

内
の
情
勢
に
影
響
を
与
え
た
が
、
入
内
し
た
翌
年
の
天
暦
元
年

（
947
）
十
月
五
日
に
産
褥
で
薨
去
す
る
（﹃
日
本
紀
略
﹄）。
③
の
藤
花
宴

は
そ
の
二
年
後
の
天
暦
三
年
（
949
）、
村
上
天
皇
が
安
子
の
居
所
藤

壺
で
開
催
し
た
。

村
上
天
皇
が
藤
壺
で
藤
花
宴
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
藤
原

師
輔
・
安
子
や
そ
の
一
門
と
場
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
場

で
両
者
は
安
子
と
村
上
天
皇
の
姻
戚
関
係
を
中
心
に
連
帯
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
橋
本
不
美
男
氏
は
こ
の

藤
花
宴
に
つ
い
て
「
右
大
臣
師
輔
の
宴
に
お
け
る
役
割
か
ら
し
て
、

安
子
の
た
め
に
、
安
子
を
後
見
し
て
の
藤
花
宴
で
あ
る
こ
と
は
、
容

易
に
推
定
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
①
の
藤
花
宴
が
穏
子
や
時

平
と
の
強
い
連
帯
の
中
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
藤
花

宴
で
も
藤
原
北
家
と
の
強
い
連
帯
は
対
外
的
に
示
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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そ
し
て
そ
こ
に
通
例
常
寧
殿
や
清
涼
殿
で
行
う
花
宴
を
あ
え
て
後

宮
空
間
で
開
催
す
る
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
藤
壺
で

行
う
こ
と
で
、
天
皇
と
后
妃
と
そ
の
一
門
が
場
を
共
有
し
、
姻
戚
関

係
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
強
固
な
紐
帯
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
①

に
お
い
て
は
醍
醐
天
皇
と
女
御
藤
原
穏
子
、
そ
の
同
母
兄
時
平
、
②

に
お
い
て
は
幼
帝
朱
雀
天
皇
と
母
后
藤
原
穏
子
、
③
に
お
い
て
は
村

上
天
皇
と
女
御
藤
原
安
子
と
そ
の
父
藤
原
師
輔
が
中
心
に
な
っ
て
お

り
、
彼
ら
を
頂
点
と
し
て
後
宮
の
秩
序
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
藤
花
宴
と
い
う
宴
は
藤
原
北
家
と
天

皇
と
の
姻
戚
関
係
を
確
認
す
る
場
で
あ
り
、
そ
の
強
固
な
紐
帯
を
対

外
的
に
示
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
・
⑤
は
藤
壺
以
外
で
の
藤
花
宴
の
例
に
な
る
。
④
応
和
元
年

（
961
）
に
村
上
天
皇
主
催
の
も
と
冷
泉
院
で
行
わ
れ
た
藤
花
宴
は
、﹃
日

本
紀
略
﹄、﹃
花
鳥
余
情
﹄、﹃
扶
桑
略
記
﹄
に
記
録
が
残
る
。

閏
三
月
十
一
日
、
於
二
釣
殿
一
有
二
藤
花
宴
一
。
龍
頭
鷁
首
舟
各

一
艘
。
有
二
童
舞
等
一
。
関
白
左
大
臣
実
頼
朝
臣
弾
レ
筝
。
大
納

言
源
朝
臣
高
明
弾
二
琵
琶
一
。
雅
信
朝
臣
吹
レ
笙
。
朝
忠
朝
臣
吹
レ

笛
。
以
二
御
衣
一
各
賜
二
公
卿
一
。

 

（﹃
扶
桑
略
記
﹄
応
和
元
年
閏
三
月
十
一
日
条
）

﹃
扶
桑
略
記
﹄
に
よ
れ
ば
、
釣
殿
で
行
わ
れ
た
藤
花
宴
に
は
左
大

臣
藤
原
実
頼
、
大
納
言
源
高
明
、
源
雅
信
、
藤
原
朝
忠
な
ど
の
公
卿

が
参
加
し
た
。
後
宮
空
間
で
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
后
妃
や
皇
女
の

臨
席
は
見
ら
れ
な
い
が
、
⑤
天
禄
三
年
（
972
）
円
融
天
皇
主
催
の
も

と
梨
壺
（
一
説
で
は
藤
壺
）
で
行
わ
れ
た
藤
花
宴
で
は
、
円
融
天
皇

同
母
姉
資
子
内
親
王
が
参
加
し
た
。﹃
日
本
紀
略
﹄
に
の
み
記
録
が

残
っ
て
い
る
が
、「
資
子
内
親
王
於
二
昭
陽
殿
一
有
二
藤
花
宴
一
。
天
皇

臨
御
。
宴
訖
。
内
親
王
叙
レ
一
品
。」（﹃
日
本
紀
略
﹄
天
禄
三
年
三
月
二

十
五
日
条
）
と
あ
る
通
り
、
こ
の
藤
花
宴
で
資
子
内
親
王
は
一
品
に

叙
さ
れ
て
い
る
。
資
子
内
親
王
は
円
融
天
皇
の
母
后
の
代
り
を
担
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り)
20
(

、
同
年
十
二
月
に
准
三
宮
と
さ
れ
た
（﹃
日

本
紀
略
﹄﹃
親
信
卿
記
﹄）。
藤
壺
以
外
の
場
で
藤
花
宴
を
行
う
場
合
に

お
い
て
も
、
後
宮
空
間
で
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
皇
女
を
中
心
と
し

て
藤
花
宴
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、史
上
の
天
皇
主
催
の
藤
花
宴
の
意
義
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

天
皇
の
居
所
近
く
で
行
わ
れ
、
漢
詩
を
賦
し
た
花
宴
と
異
な
り
、
藤

花
宴
は
藤
原
氏
出
身
の
后
妃
の
後
宮
居
所
で
行
わ
れ
、
和
歌
が
進
上

さ
れ
た
。
藤
花
宴
に
は
后
妃
の
一
門
も
参
集
し
て
お
り
、
天
皇
と
同

じ
場
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
藤
原
北
家
と
天
皇
の
連
帯
を
確
認
す
る

場
で
あ
り
、
対
外
的
に
示
し
て
い
く
役
割
も
担
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
﹃
源
氏
物
語
﹄
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
今
上
帝
と
薫
の

姻
戚
関
係
は
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。

Ⅰ
「
女
子
う
し
ろ
め
た
げ
な
る
世
の
末
に
て
、
帝
だ
に
婿
求
め
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た
ま
ふ
世
に
、
ま
し
て
、
た
だ
人
の
盛
り
過
ぎ
ん
も
あ
い
な
し
」

な
ど
、
そ
し
ら
は
し
げ
に
の
た
ま
ひ
て
、
︙

 

（
宿
木
⑤
三
八
〇
頁
）

Ⅱ
帝
の
御
婿
に
な
る
人
は
、
昔
も
今
も
多
か
れ
ど
、
か
く
、
盛

り
の
御
世
に
、
た
だ
人
の
や
う
に
婿
と
り
急
が
せ
た
ま
へ
る
た

ぐ
ひ
は
少
な
く
や
あ
り
け
ん
。 

（
同
⑤
四
七
五
頁
）

Ⅲ
上
臈
の
親
王
た
ち
大
臣
な
ど
の
賜
り
た
ま
ふ
だ
に
め
で
た
き

こ
と
な
る
を
、
こ
れ
は
、
ま
し
て
、
御
婿
に
て
も
て
は
や
さ
れ

た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
る
、
御
お
ぼ
え
お
ろ
か
な
ら
ず
め
づ
ら
し

き
に
、
︙ 

（
同
⑤
四
八
三
頁
）

Ⅳ
（
紅
梅
大
納
言
）「
人
柄
は
、
げ
に
契
り
こ
と
な
め
れ
ど
、
な

ぞ
時
の
帝
の
こ
と
ご
と
し
き
ま
で
婿
か
し
づ
き
た
ま
ふ
べ
き
。

ま
た
あ
ら
じ
か
し
。
︙
」 
（
同
⑤
四
八
三
頁
）

Ⅰ
は
女
二
宮
の
降
嫁
が
決
定
し
た
直
後
の
右
大
臣
夕
霧
の
批
判
、

Ⅳ
藤
花
宴
の
中
で
の
紅
梅
大
納
言
の
批
判
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
に

時
の
帝
が
臣
下
の
立
場
に
あ
る
者
を
「
婿
」
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に

強
い
反
発
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
、
語
り
手
も
Ⅱ
・
Ⅲ
に
お
い
て
時

の
帝
の
皇
女
が
臣
下
に
降
嫁
す
る
こ
と
の
異
例
さ
を
強
調
す
る
。
い

ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、女
二
宮
の
降
嫁
を
薫
が
今
上
帝
の
「
婿
」

と
な
っ
た
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。﹃
源
氏
物
語
﹄
で
描
か
れ
る
内
親

王
降
嫁
の
中
で
唯
一
薫
の
み
が
「
婿
」
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が)
21
(

、
宿
木
巻
で
は
女
二
宮
が
薫
を
「
御
婿
」
と
し

て
迎
え
、「
婿
」
と
い
う
用
語
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
帝
と
薫
の
間

に
結
ば
れ
た
姻
戚
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
Ⅲ
と
Ⅳ
は
藤
花
宴
の
中
で
の
描
写
で
あ
る
。「
公
事
」（
宿

木
⑤
四
八
一
頁
）
と
し
て
行
わ
れ
た
藤
花
宴
で
、
薫
が
「
婿
」
と
し

て
今
上
帝
に
手
厚
く
歓
待
さ
れ
る
こ
と
で
、
帝
と
薫
が
姻
戚
関
係
を

結
ん
だ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
史
上
後
宮
で
開
催
さ
れ
た
藤
花
宴

が
天
皇
と
后
妃
、
そ
の
一
門
と
い
う
三
者
の
姻
戚
関
係
の
も
と
に
開

催
さ
れ
、
そ
の
紐
帯
を
示
す
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
物
語

世
界
に
お
い
て
は
、
天
皇
と
娘
と
婿
と
い
う
三
者
の
関
係
に
変
形
さ

れ
て
、
藤
花
宴
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
薫
を
「
婿
」

と
繰
り
返
し
呼
ぶ
こ
と
は
、
帝
と
の
姻
戚
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
藤
花
宴
に
参
加
し
た
夕
霧
・
紅
梅
大
納
言
・
匂
宮
・
常
陸

宮
な
ど
の
公
卿
や
親
王
達
は
、
今
上
帝
と
薫
の
姻
戚
関
係
を
中
心
と

す
る
新
し
い
政
治
的
秩
序
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
紅
梅
大
納
言
の
強
い
批
判
（
Ⅳ
）
は
、

藤
花
宴
そ
の
も
の
へ
の
強
い
抗
議
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

物
語
成
立
当
時
に
は
天
皇
裁
可
に
よ
る
内
親
王
と
臣
下
の
婚
姻
は

存
在
せ
ず
、
今
上
帝
の
許
し
の
も
と
女
二
宮
の
婿
に
薫
が
迎
え
ら
れ

る
、
し
か
も
帝
が
婿
と
な
っ
た
臣
下
の
た
め
に
宴
を
主
催
す
る
な
ど

非
現
実
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
女
二
宮
の
婿
と
い
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う
類
稀
れ
な
栄
進
の
道
を
進
む
薫
を
祝
福
す
る
場
と
し
て
、
史
上
天

皇
と
后
妃
を
中
心
に
後
宮
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
藤
花
宴
に
准
え
た

天
皇
主
催
の
藤
花
宴
を
、物
語
は
構
想
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宿
木
巻
の
藤
花
宴
は
今
上
帝
と
女
二
宮
、
そ
し
て
薫
と
三
者
の
連
帯

を
示
す
た
め
に
物
語
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
藤
花
宴
に
お
け
る
薫
と
紅
梅
大
納
言

前
節
で
は
、
藤
原
北
家
と
帝
の
連
帯
確
認
の
場
で
あ
っ
た
藤
花
宴

を
、﹃
源
氏
物
語
﹄
で
は
薫
を
今
上
帝
の
婿
に
迎
え
る
場
と
し
て
設
定

し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。こ
こ
で
改
め
て
問
題
と
な
る
の
が
、

薫
が
密
か
に
継
ぐ
藤
原
氏
嫡
流
の
血
脈
の
問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
今
上
帝
は
女
二
宮
の
降
嫁
を
思
案
し
た
際
に
、「
朱
雀
院
の
姫

宮
を
六
条
院
に
譲
り
き
こ
え
た
ま
ひ
し
を
り
の
定
め
」（
宿
木
⑤
三
七

六
頁
）
と
女
三
宮
と
光
源
氏
の
先
例
を
思
い
出
し
、
光
源
氏
の
息
子

で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
薫
へ
の
降
嫁
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
実
の

と
こ
ろ
薫
は
藤
原
氏
嫡
男
柏
木
の
息
子
で
あ
り
、
藤
花
宴
の
中
で
は

柏
木
か
ら
受
け
継
い
だ
笛
を
「
今
日
ぞ
世
に
な
き
音
の
限
り
は
吹
き

た
て
」（
同
⑤
四
八
二
頁
）
る
。
物
語
は
こ
の
叙
述
を
藤
花
宴
の
中
に

組
み
込
む
こ
と
で
、
薫
は
柏
木
の
子
で
あ
り
、
藤
原
氏
嫡
流
の
血
を

継
ぐ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
薫
の
血
脈
と
い
う
問
題
に
お
い
て
、
藤
花
宴
で
鑑
賞
さ

れ
る
︿
藤
﹀
と
い
う
景
物
が
藤
原
氏
に
通
じ
る
こ
と
も
見
過
ご
す
こ

と
は
出
来
な
い
。
先
述
し
た
通
り
、﹃
源
氏
物
語
﹄正
編
で
描
か
れ
た
、

藤
原
氏
私
邸
で
の
二
つ
の
藤
花
宴
で
は
︿
藤
﹀
は
藤
原
氏
を
象
徴
し

て
い
た)
22
(

。
宿
木
巻
の
藤
花
宴
に
お
い
て
は
、︿
藤
﹀
に
薫
の
破
格
の

栄
達
を
託
し
て
、
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

（
薫
）
す
べ
ら
き
の
か
ざ
し
に
折
る
と
藤
の
花
お
よ
ば
ぬ
枝
に

袖
か
け
て
け
り

う
け
ば
り
た
る
ぞ
、
憎
き
や
。

（
帝
）
よ
ろ
づ
世
を
か
け
て
に
ほ
は
ん
花
な
れ
ば
今
日
を
も
あ

か
ぬ
色
と
こ
そ
み
れ

（
夕
霧
）
君
が
た
め
折
れ
る
か
ざ
し
は
紫
の
雲
に
お
と
ら
ぬ
花

の
け
し
き
か

（
紅
梅
大
納
言
）
世
の
つ
ね
の
色
と
も
見
え
ず
雲
居
ま
で
た
ち
の

ぼ
り
た
る
藤
波
の
花

こ
れ
や
こ
の
腹
立
つ
大
納
言
の
な
り
け
ん
と
見
ゆ
れ
。

 

（
同
⑤
四
八
四
~
五
頁
）

一
首
目
は
薫
の
和
歌
で
あ
る
。「
藤
の
花
」
は
女
二
宮
を
指
し
て

い
る
が
、
二
首
目
の
「
花
」
は
女
二
宮
で
は
な
く
薫
を
指
す
。
三
首

目
の
「
花
の
け
し
き
」
は
女
二
宮
と
薫
の
婚
姻
を
祝
す
。
最
後
の
四

首
目
は
波
線
部
「
腹
立
つ
大
納
言
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
紅
梅
大
納
言

の
和
歌
で
あ
り
、
こ
の
歌
に
は
薫
へ
の
嫉
妬
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
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考
え
ら
れ
る
。
一
般
的
に
今
上
帝
の
和
歌
と
解
さ
れ
る
二
首
目
の
歌

に
つ
い
て
は
﹃
新
古
今
和
歌
集
﹄
の
醍
醐
天
皇
の
和
歌
が
、
三
首
目

の
夕
霧
の
も
の
と
さ
れ
る
和
歌
に
つ
い
て
は
﹃
拾
遺
和
歌
集
﹄
の
藤

原
国
章
の
和
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
歌
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

飛
香
舎
に
て
、
藤
花
宴
侍
り
け
る
に 

延
喜
御
歌

か
く
て
こ
そ
見
ま
く
ほ
し
け
れ
万
代
を
か
け
て
に
ほ
へ
る
藤
浪

の
花 

（
春
下
・
一
六
三
）

延
喜
御
時
、
藤
壷
の
藤
の
花
宴
せ
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
殿

上
の
を
の
こ
ど
も
う
た
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に

 

皇
太
后
宮
権
大
夫
国
章

ふ
ぢ
の
花
宮
の
内
に
は
紫
の
く
も
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け

る 
（
雑
春
・
一
〇
六
八
）

こ
の
二
つ
の
和
歌
は
醍
醐
天
皇
御
代
に
行
わ
れ
た
藤
花
宴
で
詠
進

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
橋
本
不
美
男
氏
は
、
醍
醐
天
皇
の
和

歌
に
つ
い
て
は
「
藤
氏
氏
長
者
の
娘
女
御
と
と
も
に
見
る
感
慨
」、

国
章
の
和
歌
に
つ
い
て
は
「
藤
氏
・
藤
を
か
ら
め
た
瑞
雲
の
意
」
と

解
す
べ
き
と
述
べ
、藤
原
北
家
の
繁
栄
が
祝
福
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。

﹃
源
氏
物
語
﹄
で
は
、
こ
れ
ら
の
和
歌
を
引
き
歌
に
し
て
帝
・
夕
霧

の
詠
歌
が
作
ら
れ
る
の
だ
が
、
薫
が
藤
原
氏
嫡
流
の
血
を
引
く
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
薫
は
女
二
宮
の
方
を
「
藤
」
と
喩
え

る
が
、
他
の
詠
者
達
は
薫
を
も
含
み
こ
ん
で
「
藤
」
に
喩
え
る
。
唱

和
歌
の
中
で
薫
が
実
は
藤
原
氏
嫡
流
の
血
脈
を
継
い
で
い
る
こ
と
が

含
意
さ
れ
、
そ
の
栄
達
が
祝
福
さ
れ
て
い
る
。

今
上
帝
の
婿
と
い
う
史
上
類
を
見
な
い
栄
華
に
浴
し
た
薫
と
は
対

照
的
に
、
不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
の
が
、
柏
木
の
同
母
弟
で
、
故
致

仕
大
臣
家
を
継
い
だ
紅
梅
大
納
言
で
あ
る
。
唱
和
歌
に
は
「
雲
居
ま

で
た
ち
の
ぼ
り
た
る
藤
波
の
花
」
と
薫
へ
の
嫉
妬
と
羨
望
が
込
め
ら

れ
、
そ
の
様
子
も
「
い
み
じ
く
譏
り
つ
ぶ
や
き
申
し
た
ま
ひ
」（
宿

木
⑤
四
八
四
頁
）、
波
線
部
「
腹
立
つ
大
納
言
」
な
ど
と
語
ら
れ
る
。

し
か
し
、
薫
の
秘
せ
ら
れ
た
系
譜
を
辿
れ
ば
、
紅
梅
大
納
言
は
叔
父

に
当
た
る
。
す
で
に
薫
は
自
ら
の
出
生
の
秘
密
を
知
っ
て
い
る
が
、

紅
梅
大
納
言
は
知
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
柏
木
の
長
子
と
い
う
、
藤
原

氏
一
門
の
長
と
な
る
べ
き
血
を
引
く
薫
に
対
し
て
、
現
当
主
が
腹
を

立
て
る
と
い
う
、「
一
種
の
皮
肉
な
、
滑
稽
な
構
図
」
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
る)
23
(

。
物
語
世
界
の
中
で
常
に
く
す
ぶ
っ
て
き
た
薫
の
出
生

の
問
題
が
、
藤
花
宴
の
中
で
藤
原
氏
嫡
流
の
系
譜
の
問
題
と
し
て
立

ち
現
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
「
腹
立
つ
大
納
言
」
と
や

や
戯
画
的
に
描
か
れ
る
紅
梅
大
納
言
こ
そ
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
藤
原

氏
嫡
流
の
実
力
者
と
し
て
帝
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
強
く
連
帯
し
て

い
く
立
場
に
あ
る
人
物
で
あ
り
、
よ
り
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
帝
主

催
の
藤
花
宴
の
中
心
に
い
る
べ
き
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
関
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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も
し
仮
に
、
史
上
藤
壺
で
行
わ
れ
た
藤
花
宴
を
そ
の
ま
ま
物
語
の

中
に
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
れ
ば
、
紅
梅
大
納
言
の
姉
妹
か
娘
が
今
上

帝
に
入
内
し
た
上
で
、
紅
梅
大
納
言
を
筆
頭
と
す
る
藤
原
氏
一
門
が

参
加
し
て
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
上
帝
後
宮
に
故
致
仕
大

臣
家
出
身
の
后
妃
は
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
故
致
仕
大
臣
は
雲
居

の
雁
を
今
上
帝
（
当
時
東
宮
）
へ
入
内
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
た
が
、

結
局
は
夕
霧
を
婿
と
し
て
迎
え
た
（
藤
裏
葉
巻
）。
紅
梅
大
納
言
自
身

も
明
石
中
宮
の
存
在
を
理
由
に
、
今
上
帝
へ
の
大
君
の
入
内
を
断
念

し
て
い
る
（
紅
梅
巻
）。
故
致
仕
大
臣
家
は
今
上
帝
後
宮
に
娘
を
入
内

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
宿
木
巻
で
は
、
か
つ
て

藤
壺
女
御
を
妻
に
望
み
、
女
二
宮
の
降
嫁
が
検
討
さ
れ
た
際
に
は
女

二
宮
の
降
嫁
先
と
し
て
紅
梅
大
納
言
が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
こ
と

も
語
ら
れ
る
。
紅
梅
大
納
言
に
と
っ
て
、
今
上
帝
と
姻
戚
関
係
を
結

ぶ
千
載
一
遇
の
機
会
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
上
帝
の
婿
に

迎
え
ら
れ
た
の
は
、
兄
柏
木
の
不
義
の
子
で
あ
る
薫
だ
っ
た
。
結
果

的
に
、
藤
原
北
家
が
中
心
と
な
る
べ
き
藤
花
宴
は
、
藤
原
氏
嫡
流
の

血
を
引
き
な
が
ら
決
し
て
公
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
薫
を
中
心
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
紅
梅
大
納
言
は
「
さ
す
が
ゆ
か
し
か
り

け
れ
ば
参
り
て
」（
宿
木
⑤
四
八
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
本
人
の
好

奇
心
に
従
っ
て
参
加
し
た
、
た
だ
の
参
列
者
に
な
っ
た
。「
我
こ
そ

か
か
る
目
も
見
ん
と
思
ひ
し
か
、
ね
た
の
わ
ざ
や
」（
同
⑤
四
八
三
頁
）

と
い
う
紅
梅
大
納
言
の
心
内
語
は
薫
へ
の
単
な
る
嫉
妬
で
は
な
い
。

そ
の
怒
り
の
根
源
に
は
、
父
親
の
代
か
ら
受
け
継
ぐ
積
年
の
恨
み
が

あ
り
、
自
分
こ
そ
が
藤
原
氏
嫡
流
の
当
主
と
し
て
藤
花
宴
の
中
心
に

い
る
べ
き
だ
と
い
う
意
識
が
、
強
烈
な
嫉
妬
と
な
っ
て
薫
に
向
け
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
薫
は
「
こ
の
を
り
の
き
よ
ら
よ
り
、
ま
た

は
、
い
つ
か
は
は
え
ば
え
し
き
つ
い
で
の
あ
ら
む
と
思
し
て
」（
同

⑤
四
八
一
~
二
頁
）、
実
父
柏
木
の
笛
を
吹
く
。
薫
は
己
の
血
脈
を
自

覚
し
た
上
で
、
藤
原
氏
出
身
の
臣
下
と
し
て
は
こ
れ
以
上
な
い
ほ
ど

の
栄
進
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

こ
で
、
藤
花
宴
の
献
物
に
注
目
し
た
い
。
第
一
節
で
掲
出
し
た

①
延
喜
二
年
（
902
）
と
③
天
暦
三
年
（
949
）
の
藤
花
宴
の
中
で
献
物

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
献
物
と
は
臣
下
か
ら
天
皇
へ
の
財
物
献
上
儀

礼
の
こ
と
で
あ
る)
24
(

。
①
延
喜
二
年
の
藤
花
宴
で
は
、
藤
原
時
平
の

献
物
の
儀
が
あ
り
、
そ
の
後
手
本
・
硯
・
横
笛
・
和
琴
が
献
上
さ
れ

た
。
③
天
暦
三
年
の
藤
花
宴
で
は
、
藤
原
師
輔
に
よ
っ
て
醍
醐
天
皇

の
琴
譜
、
貞
保
親
王
の
笛
な
ど
が
献
上
さ
れ
た
。
女
御
の
近
親
者
で

あ
る
、
藤
原
北
家
の
実
力
者
が
帝
に
対
し
て
献
物
を
行
っ
て
お
り
、

献
物
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
君
臣
の
私
的
な
関
係
を
改
め
て
示
し

て
い
る
。
し
か
し
、
宿
木
巻
で
今
上
帝
に
光
源
氏
親
筆
の
琴
譜
を
献

上
す
る
の
は
、
右
大
臣
夕
霧
で
あ
る
。
今
上
帝
に
と
っ
て
夕
霧
は
明
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石
中
宮
の
異
母
兄
で
あ
り
、
血
縁
を
辿
れ
ば
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
ま

た
、
六
条
院
家
に
は
異
母
姉
妹
落
葉
宮
と
女
三
宮
が
嫁
し
て
い
る
。

夕
霧
の
献
物
は
今
上
帝
の
婿
と
な
っ
た
薫
の
近
親
者
と
し
て
の
行
為

で
あ
り
、
同
時
に
六
条
院
家
と
今
上
帝
の
緊
密
な
関
係
を
象
徴
し
て

い
る
。
薫
は
六
条
院
家
の
一
員
と
し
て
藤
花
宴
に
臨
ん
で
お
り
、
そ

こ
に
紅
梅
大
納
言
が
入
る
余
地
は
な
い
。
准
拠
を
導
く﹃
源
氏
物
語
﹄

の
叙
述
こ
そ
が
、
紅
梅
大
納
言
の
政
治
的
な
排
除
を
象
徴
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

物
語
は
藤
原
氏
嫡
流
の
血
を
引
き
な
が
ら
決
し
て
公
言
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
薫
を
藤
花
宴
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
、
藤
原
氏
嫡
流

に
生
ま
れ
た
者
と
し
て
家
を
支
え
て
き
た
紅
梅
大
納
言
を
藤
花
宴
の

中
心
か
ら
は
排
除
す
る
。
物
語
は
あ
え
て
藤
花
宴
を
設
定
す
る
こ
と

で
、
皮
肉
に
も
薫
の
隠
さ
れ
た
血
脈
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
紅
梅

大
納
言
と
い
う
藤
原
氏
嫡
流
の
当
主
を
藤
花
宴
の
外
縁
、
ひ
い
て
は

血
縁
・
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
帝
と
臣
下
の
強
い
紐
帯
の
外

側
に
押
し
や
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

三
、
藤
壺
と
︿
藤
﹀

天
皇
主
催
の
藤
花
宴
と
い
う
場
が
、
薫
の
隠
さ
れ
た
血
脈
や
紅
梅

大
納
言
の
政
治
的
な
排
除
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

き
た
。
最
後
に
、
正
編
の
藤
花
宴
に
お
い
て
藤
原
氏
を
象
徴
し
て
い

た
︿
藤
﹀
と
い
う
花
が
、
後
宮
居
所
で
あ
る
藤
壺
の
花
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

宿
木
巻
の
冒
頭
の
女
二
宮
の
登
場
は
、
若
菜
上
巻
冒
頭
を
意
識
し

て
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た)
25
(

。
両
者
は
、
藤
壺
を
居
所

と
し
た
こ
と
、
母
女
御
が
他
の
后
妃
に
気
圧
さ
れ
立
后
叶
わ
ず
失
意

の
ま
ま
薨
去
し
た
こ
と
、
後
に
は
女
宮
が
一
人
残
さ
れ
た
こ
と
な
ど

共
通
点
が
多
い
。
同
様
の
設
定
を
以
て
、
有
力
な
後
見
が
い
な
い
皇

女
の
結
婚
問
題
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
、
宿
木
巻
と
若
菜
巻
の
繋
が
り

を
強
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
女
二
宮
が
藤
壺
を
居
所
と
す
る
と
い
う

設
定
は
、
若
菜
巻
の
女
三
宮
と
そ
の
母
藤
壺
女
御
が
藤
壺
を
居
所
と

し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
藤
壺
と
聞
こ
ゆ
る
は
、
故
左
大
臣
殿
の
女
御
に
な

む
お
は
し
け
る
、
ま
だ
春
宮
と
聞
こ
え
さ
せ
し
時
、
人
よ
り
さ

き
に
参
り
た
ま
ひ
に
し
か
ば
、
︙ 

（
宿
木
⑤
三
七
三
頁
）

物
語
の
叙
述
か
ら
、
梅
枝
巻
で
今
上
帝
（
当
時
東
宮
）
に
入
内
し

た
「
左
大
臣
殿
の
三
の
君
」（
梅
枝
③
四
一
四
頁
）
の
麗
景
殿
女
御
が

思
い
起
こ
さ
れ
る)
26
(

。
こ
の
女
御
は
、
続
編
で
は
わ
ざ
わ
ざ
藤
壺
へ

と
居
所
を
移
動
し
て
い
る
よ
う
な
の
だ
が
、こ
の
居
所
の
設
定
に
は
、

正
編
の
藤
壺
中
宮
ま
で
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
物
語
の
意
識
が
働

い
て
い
る
と
す
る
見
方
が
あ
る)
27
(

。
若
菜
巻
の
藤
壺
女
御
は
藤
壺
中

宮
の
異
母
妹
で
あ
り
、
そ
の
血
縁
関
係
に
光
源
氏
は
興
味
を
掻
き
立
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て
ら
れ
た
。
そ
の
若
菜
巻
の
物
語
に
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
宿

木
巻
の
女
二
宮
降
嫁
は
実
現
し
て
い
る
。
確
か
に
、
宿
木
巻
の
居
所

の
設
定
は
、
物
語
内
部
の
過
去
の
作
中
人
物
を
回
想
さ
せ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、﹃
源
氏
物
語
﹄
正
編
に
お
い
て
、
藤
壺
を
居
所
と
す
る
の

は
桐
壺
帝
の
藤
壺
中
宮
、
朱
雀
帝
の
藤
壺
女
御
と
、
先
帝
の
皇
女
た

ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
藤
壺
中
宮
は
「
先
帝

の
四
の
宮
」（
桐
壺
①
四
一
頁
）、「
后
腹
の
皇
女
、玉
光
り
か
か
や
き
て
」

（
花
宴
①
三
四
八
頁
）
な
ど
と
先
帝
の
后
腹
の
皇
女
で
あ
る
こ
と
が
物

語
の
中
で
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
た
。藤
壺
女
御
の
素
性
も
ま
た「
先

帝
の
源
氏
」（
若
菜
上
④
一
七
頁
）
と
明
確
に
描
か
れ
る
。
正
編
で
は

藤
壺
と
い
う
場
所
は
、
藤
壺
中
宮
が
住
む
特
別
な
居
所
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
先
帝
の
皇
女
た
ち
が
使
う
居
所
で
あ
っ
た
。

宿
木
巻
の
藤
壺
女
御
は
、
傍
線
部
「
故
左
大
臣
殿
の
女
御
」
と
あ

る
通
り
臣
下
の
娘
で
あ
り
、
皇
統
の
血
を
継
ぐ
人
物
で
は
な
い
。
し

か
し
、
あ
え
て
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
い
て
特
別
な
場
所
と
も
言
う
べ

き
藤
壺
に
居
所
を
移
動
し
た
。
そ
こ
に
は
若
菜
巻
と
の
関
連
に
加
え

て
、
物
語
が
女
二
宮
と
薫
の
結
婚
の
披
露
の
場
と
し
て
藤
壺
で
の
藤

花
宴
を
あ
え
て
設
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
寄

与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
物
語
は
内
親
王
と
臣
下
の
結
婚
を
祝

す
場
と
し
て
、
史
上
の
藤
花
宴
に
准
え
た
藤
壺
で
の
藤
花
宴
を
仮
構

し
た
の
だ
が
、
女
二
宮
の
降
嫁
の
物
語
の
結
末
と
し
て
藤
壺
で
の
藤

花
宴
が
設
定
さ
れ
た
時
、
そ
の
語
り
出
し
は
当
然
「
そ
の
こ
ろ
、
藤

壼
と
聞
こ
ゆ
る
は
、故
左
大
臣
殿
の
女
御
に
な
む
お
は
し
け
る
」（
宿

木
⑤
三
七
三
頁
）
と
な
る
だ
ろ
う
。
左
大
臣
の
娘
が
藤
壺
に
居
所
を

移
動
し
た
時
、
正
編
に
お
い
て
先
帝
の
皇
女
の
居
所
と
し
て
造
型
さ

れ
た
藤
壺
と
い
う
特
別
な
場
所
は
そ
の
意
義
を
失
い
、
正
編
に
お
い

て
藤
原
氏
を
象
徴
し
た
︿
藤
﹀
の
花
は
、
藤
壺
に
咲
く
花
へ
と
変
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

女
二
宮
が
降
嫁
し
た
後
も
、
薫
は
六
条
院
春
の
町
に
居
所
を
持
つ

明
石
中
宮
腹
の
皇
女
女
一
宮
へ
の
思
慕
を
抱
き
続
け
て
い
る)
28
(

。
そ

の
姿
に
は
実
父
柏
木
の
影
が
垣
間
見
え
る
が
、
柏
木
の
造
型
に
は
藤

壺
中
宮
を
慕
い
続
け
た
光
源
氏
の
姿
が
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
光
源
氏
が
藤
壺
中
宮
、
柏
木
が
女
三
宮
と
、
藤
壺
を
居
所
と

す
る
、
先
帝
の
血
を
受
け
継
ぐ
皇
女
を
慕
い
続
け
た
一
方
で
、
薫
は

藤
壺
を
居
所
と
す
る
女
二
宮
を
娶
り
な
が
ら
、
六
条
院
に
住
む
女
一

宮
を
望
む
。
続
編
で
は
「
い
さ
さ
か
矮
小
化
」)
29
(

さ
れ
た
藤
壺
が
、
も

は
や
物
語
に
と
っ
て
は
特
別
な
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
に
、
薫
は
女
二
宮
を
娶
り
な
が
ら
も
、
六
条
院
に
住
む
女
一
宮
へ

と
駆
り
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

﹃
源
氏
物
語
﹄
宿
木
巻
の
藤
花
宴
は
、
天
皇
出
御
の
も
と
公
的
な

宴
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
史
上
の
天
皇
主
催
の
藤
花
宴
、

特
に
藤
壺
で
行
わ
れ
た
場
合
で
は
、
藤
原
氏
出
身
の
后
妃
と
そ
の
一

門
と
天
皇
と
の
姻
戚
関
係
を
確
認
し
、
対
外
的
に
示
す
場
で
あ
っ
た

こ
と
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
後
宮
に
天
皇
が
臨
御
し
、
天
皇
と

姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
藤
原
北
家
が
参
加
、
献
物
や
舞
、
管
弦
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
と
藤
原
北
家
が
強
く
連
帯
し
て
い
く
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
た
。﹃
源
氏
物
語
﹄
宿
木
巻
で
は
、
史
上
の
藤
花
宴
を
、

天
皇
と
そ
の
娘
と
婿
と
い
う
姻
戚
関
係
に
置
き
換
え
て
開
催
し
て
い

る
。
天
皇
裁
可
に
よ
る
内
親
王
の
婚
姻
が
な
か
っ
た
時
代
に
、
皇
女

と
臣
下
の
結
婚
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
藤
花

宴
に
よ
っ
て
今
上
帝
と
女
二
宮
と
薫
と
い
う
三
者
の
姻
戚
関
係
は
対

外
的
に
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
物
語
は
藤
壺
で
の
藤
花
宴
を

薫
栄
達
を
象
徴
づ
け
る
場
と
し
て
あ
え
て
選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、

鑑
賞
さ
れ
る
対
象
と
し
て
の
︿
藤
﹀
は
、
薫
が
密
か
に
受
け
継
ぐ
藤

原
氏
嫡
流
の
血
脈
を
含
意
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
正
編
で
は
先
帝

の
皇
女
の
居
所
で
あ
っ
た
藤
壺
は
、藤
原
氏
の
象
徴
と
し
て
の
︿
藤
﹀

に
組
み
込
ま
れ
た
。
物
語
に
と
っ
て
、
皇
統
の
血
を
引
く
女
性
の
居

所
で
あ
っ
た
藤
壺
は
そ
の
意
味
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

︻
注
︼

（
1
）
小
町
谷
照
彦
「
藤
花
の
宴
を
め
ぐ
っ
て
」（﹃
む
ら
さ
き
﹄
第
三
十
六
輯
、

一
九
九
九
年
十
二
月
）

（
2
）
倉
田
実
「「
花
宴
」
巻
の
宴
を
め
ぐ
っ
て
―
右
大
臣
と
光
源
氏
体
制
の

幻
想
―
」（﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
第
六
五
巻
第
九
号
、一
九
八
八
年
九
月
）

（
3
）
宮
内
理
伽
「
宿
木
巻
で
の
女
二
の
宮
の
降
嫁
と
藤
花
宴
の
意
義
に
つ

い
て
―
「
か
し
づ
く
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（﹃
む
ら
さ
き
﹄
第
五
十
八
輯
、

二
〇
二
一
年
十
二
月
）。﹃
源
氏
物
語
﹄
や
先
行
す
る
物
語
の
中
で
描

か
れ
た
藤
花
宴
と
し
て
、﹃
伊
勢
物
語
﹄
百
一
段
在
原
行
平
邸
で
の
私

宴
、﹃
う
つ
ほ
物
語
﹄
吹
上
上
巻
神
奈
備
種
松
邸
で
の
私
宴
、﹃
源
氏
物

語
﹄
花
宴
巻
右
大
臣
邸
で
の
私
宴
、﹃
源
氏
物
語
﹄
藤
裏
葉
巻
内
大
臣

邸
で
の
私
宴
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
拙
稿
に
お
い
て
は
、﹃
伊
勢
物
語
﹄﹃
源

氏
物
語
﹄
を
対
象
と
し
た
。

（
4
）
中
嶋
朋
恵
「
宿
木
巻
の
二
つ
の
結
婚
と
産
養
―
源
氏
物
語
創
造
―
」（
森

一
郎
他
編
﹃
源
氏
物
語
の
展
望　

第
四
輯
﹄
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇

八
年
）

（
5
）
藤
本
勝
義
「
女
二
の
宮
を
娶
る
薫
―
「
宿
木
」
巻
の
連
続
す
る
儀
式

の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
」（﹃
源
氏
物
語
の
表
現
と
史
実
﹄
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
年
、
二
〇
〇
五
年
初
出
）

（
6
）
中
嶋
（
４
）
論
文

（
7
）
今
井
久
代
氏
の
「
皇
女
の
結
婚
―
女
三
の
宮
降
嫁
の
呼
び
さ
ま
す
も



－33－

の
―
」（﹃
源
氏
物
語
構
造
論
―
作
中
人
物
の
動
態
を
め
ぐ
っ
て
﹄
風

間
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
一
九
八
九
年
初
出
）
に
お
い
て
、
三
条
天

皇
皇
女
禔
子
内
親
王
の
降
嫁
が
検
討
さ
れ
た
一
〇
一
五
年
が
初
例
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
花
宴
・
藤
花
宴
の
主
な
先
行
研
究
は
以
下
の
通
り
。
清
水
好
子
「
花

の
宴
」（﹃
源
氏
物
語
論
﹄
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
）、
伊
東
慎
吾
「
花

宴
・
内
宴
考
」（﹃
風
俗
上
よ
り
み
た
る
源
氏
物
語
描
写
時
代
の
研
究
﹄

風
間
書
房
、一
九
六
八
年
）、山
中
裕「
寛
弘
三
年
三
月
四
日
の「
花
宴
」」

（﹃
平
安
朝
文
学
の
史
的
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
一
九

六
九
年
初
出
）、
倉
林
正
次
「
花
宴
」「
藤
花
宴
」（﹃
饗
宴
の
研
究　

文
学
篇
﹄
桜
楓
社
、一
九
六
九
年
）、橋
本
不
美
男
「
後
宮
曲
宴
と
和
歌
」

（﹃
王
朝
和
歌　

資
料
と
論
考
﹄
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
、
一
九
七

三
年
初
出
）、
滝
川
幸
司
「
花
宴
」（﹃
天
皇
と
文
壇
―
平
安
前
期
の
公

的
文
学
―
﹄
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
一
九
九
七
年
初
出
）、
浅
尾

広
良
「
花
宴
と
藤
の
宴
―
重
層
す
る
歴
史
の
想
像
力
―
」（
日
向
一
雅

編
﹃
源
氏
物
語　

重
層
す
る
歴
史
の
諸
相
﹄
竹
林
舎
、
二
〇
〇
六
年
）

な
ど
。
花
宴
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
論
文
を
参
考
に
し
た
。

（
9
）
滝
川
（
８
）
論
文

（
10
）
橋
本
不
美
男
氏
が
後
宮
で
行
わ
れ
た
藤
花
宴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

る
（
橋
本
（
８
）
論
文
）。
以
下
、橋
本
氏
の
見
解
は
こ
の
論
文
に
よ
る
。

ま
た
、史
上
の
花
宴
（
藤
花
宴
・
紅
梅
宴
な
ど
も
含
む
）
に
つ
い
て
は
、

浅
尾
広
良
氏
の
年
表
を
参
考
に
し
た
（「
宮
廷
詩
宴
と
し
て
の
花
宴
―

花
宴
巻
「
桜
の
宴
」
攷
―
」﹃
源
氏
物
語
の
皇
統
と
論
理
﹄
翰
林
書
房
、

二
〇
一
六
年
、
二
〇
一
三
年
初
出
）。
掲
出
し
た
藤
花
宴
の
他
に
、
詞

書
に
藤
花
宴
の
開
催
日
時
が
残
っ
て
い
る
。﹃
公
忠
朝
臣
集
﹄
に
「
延

長
八
年
三
月
廿
日
藤
壺
花
に
」
と
い
う
詞
書
が
あ
り
（﹃
公
忠
集
全
釈
﹄

風
間
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）、
醍
醐
朝
延
長
八
年
（
930
）
に
藤
花
宴
が

開
催
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
村
上
朝
天
暦
四
年
（
950
）
も

藤
花
宴
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、﹃
新
古
今
和
歌
集
﹄
に
「
天
暦
四
年
三

月
十
四
日
、
ふ
ぢ
つ
ぼ
に
わ
た
ら
せ
給
ひ
て
、
花
を
し
ま
せ
た
ま
ひ

け
る
に
」（
春
下
・
一
六
四
・
天
暦
御
歌
）
と
い
う
詞
書
が
残
る
。

（
11
）
橋
本
（
８
）
論
文

（
12
）
和
歌
が
公
的
な
地
位
を
獲
得
し
た
場
と
す
る
論
は
以
下
の
通
り
。
熊

谷
直
春
「
古
今
集
の
撰
集
過
程
に
つ
い
て
」（﹃
平
安
朝
前
期
文
学
史

の
研
究
﹄
桜
楓
社
、
一
九
九
二
年
、
一
九
六
九
年
初
出
）、
山
口
博
「
古

今
集
の
形
成
」（﹃
王
朝
歌
壇
の
研
究　

宇
多
醍
醐
朱
雀
朝
篇
﹄桜
楓
社
、

一
九
七
三
年
）、橋
本
（
８
）
論
文
、村
瀬
敏
夫
「
古
今
集
の
撰
進
（
２
）

飛
香
舎
藤
花
宴
」（﹃
紀
貫
之
伝
の
研
究
﹄
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）。

一
方
、
滝
川
幸
司
氏
は
、
こ
の
藤
花
宴
の
主
な
目
的
と
し
て
時
平
が

行
っ
た
私
的
な
献
物
に
あ
っ
た
と
論
じ
、︿
公
宴
﹀
で
あ
っ
た
こ
と
に

疑
義
を
呈
す
（「
延
喜
二
年
飛
香
舎
藤
花
宴
を
め
ぐ
っ
て
」﹃
天
皇
と

文
壇
―
平
安
前
期
の
公
的
文
学
―
﹄
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、
二
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〇
〇
四
年
初
出
）。

（
13
）
田
中
喜
美
春
「
古
今
和
歌
集
の
形
成
」（
秋
山
虔
編
﹃
王
朝
文
学
史
﹄

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）。
古
藤
真
平
氏
も
同
様
に
、
穏
子

入
内
と
女
御
宣
下
を
藤
花
宴
の
政
治
的
背
景
に
見
る
（「
共
同
研
究
報

告　

延
喜
二
年
三
月
の
飛
香
舎
藤
花
宴
」（﹃
日
本
研
究
﹄
第
四
六
集
、

二
〇
一
二
年
）。

（
14
）
こ
の
時
の
事
情
は
、
島
田
と
よ
子
氏
「
班
子
女
王
の
穏
子
入
内
停
止

を
め
ぐ
っ
て
」（﹃
園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集
﹄
第
三
二
号
Ⅰ
、
一

九
九
七
年
十
二
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
15
）
河
内
祥
輔
「
宇
多
「
院
政
」
論
」（﹃
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制

の
論
理
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）

（
16
）
穏
子
は
弘
徽
殿
を
主
な
居
所
と
し
て
い
た
が
、
度
々
遷
御
し
て
い
る
。

﹃
貞
信
公
記
﹄
承
平
二
年
（
933
）
六
月
二
十
七
日
条
に
「
中
宮
御
膳
供

二
―
進
飛
香
舎
一
。
親
王
達
膳
各
弁
備
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
承
平
年

間
に
は
藤
壺
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
穏
子
の
居
所
に
つ

い
て
は
、
東
海
林
亜
矢
子
氏
の
「
母
后
の
内
裏
居
住
と
王
権
―
平
安

時
代
前
期
・
中
期
を
中
心
に
―
」（﹃
平
安
時
代
の
后
と
王
権
﹄
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
二
〇
〇
四
年
初
出
）
を
参
考
に
し
た
。

（
17
）
角
田
文
衛
「
太
皇
太
后
穏
子
」（﹃
紫
式
部
と
そ
の
時
代
﹄
角
川
書
店
、

一
九
六
六
年
）、
藤
木
邦
彦
「
藤
原
穏
子
と
そ
の
時
代
」（﹃
平
安
王
朝

の
政
治
と
制
度
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
一
九
六
四
年
初
出
）

な
ど
。

（
18
）
東
海
林
（
16
）
論
文
で
は
、
穏
子
以
降
藤
壺
が
穏
子
の
近
親
者
に
よ

っ
て
占
有
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。

（
19
）﹃
古
今
著
聞
集
﹄
の
「
女
御
」
に
つ
い
て
、
橋
本
不
美
男
氏
は
村
上
天

皇
の
他
の
女
御
で
あ
る
藤
原
述
子
（
藤
原
実
頼
の
娘
）
は
天
暦
元
年

に
卒
去
、
徽
子
女
王
（
重
明
親
王
の
娘
）
は
女
御
宣
下
前
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
藤
原
安
子
と
す
る
（
橋
本
（
８
）
論
文
）。
そ
の
見
解
に
従

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
20
）
栗
山
圭
子
「
兼
通
政
権
の
前
提
―
外
戚
と
後
見
―
」（
服
藤
早
苗
編
﹃
平

安
朝
の
女
性
と
政
治
文
化　

宮
廷
・
生
活
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
﹄
明
石
書

店
、
二
〇
一
七
年
）

（
21
）
青
島
麻
子
「
女
二
の
宮
の
「
降
嫁
」
―
今
上
帝
の
「
婿
取
り
」
を
め

ぐ
っ
て
―
」（﹃
源
氏
物
語　

虚
構
の
婚
姻
﹄
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一

五
年
、
二
〇
一
二
年
初
出
）

（
22
）
倉
田
（
２
）
論
文

（
23
）
吉
野
誠
「
花
の
「
宿
木
」
巻
―
藤
花
宴
へ
、
そ
こ
で
は
な
い
ど
こ
か

へ
―
」（
小
山
清
文
・
袴
田
光
康
編
﹃
源
氏
物
語
の
新
研
究
―
宇
治
十

帖
を
考
え
る
﹄
新
典
社
、
二
〇
〇
九
年
）

（
24
）
目
崎
徳
衛
「
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
奉
献
―
貴
族
文
化
成
立
論
の

一
視
覚
と
し
て
―
」（﹃
平
安
文
化
史
論
﹄
桜
楓
社
、
一
九
六
八
年
、

一
九
六
六
年
初
出
）
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（
25
）
細
野
は
る
み
「
女
二
の
宮
の
縁
談
」（
秋
山
虔
・
木
村
正
中
・
清
水
好

子
編
﹃
源
氏
物
語
の
世
界　

第
八
集
﹄
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
）、
吉

井
美
弥
子
「
宿
木
巻
の
方
法
」（﹃
読
む
源
氏
物
語　

読
ま
れ
る
源
氏

物
語
﹄
森
話
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
八
五
年
初
出
）
な
ど
。

（
26
）﹃
河
海
抄
﹄
は
、「
梅
か
枝
に
麗
景
殿
と
あ
り
相
違
お
ほ
つ
か
な
し
」
と

す
る
。

（
27
）
栗
本
賀
世
子
「
宿
木
巻
の
藤
壺
女
御
―
繰
り
返
さ
れ
る
藤
壺
―
」（﹃
平

安
朝
物
語
の
後
宮
空
間
―
宇
津
保
物
語
か
ら
源
氏
物
語
へ
―
﹄
武
蔵

野
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
二
年
初
出
）

（
28
）
小
嶋
菜
温
子
「
女
一
宮
物
語
の
か
な
た
へ
―
王
権
の
残
像
―
」（﹃
源

氏
物
語
批
評
﹄
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
、
一
九
八
一
年
初
出
）

（
29
）
高
木
和
子
「「
按
察
使
大
納
言
」
に
み
る
方
法
意
識
」（﹃
源
氏
物
語
の

思
考
﹄
風
間
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
〇
年
初
出
）

＊
﹃
源
氏
物
語
﹄
本
文
の
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、﹃
古
今
著
聞
集
﹄

は
集
成
、﹃
新
古
今
和
歌
集
﹄﹃
拾
遺
和
歌
集
﹄は
新
編
国
歌
大
観
に
依
っ
た
。

た
だ
し
、
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。﹃
河
海
抄
﹄
は
、﹃
紫
明

抄
・
河
海
抄
﹄（
玉
上
琢
弥
編
、
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）、﹃
花
鳥
余
情
﹄

は
﹃
源
氏
物
語
古
注
集
成
松
永
本
花
鳥
余
情
﹄（
伊
井
春
樹
編
、
桜
楓
社
、

一
九
七
八
年
）、﹃
貞
信
公
記
﹄
は
大
日
本
古
記
録
、﹃
日
本
紀
略
﹄﹃
扶
桑
略

記
﹄
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
、﹃
西
宮
記
﹄
は
故
実
叢
書
か
ら
引
用
し
た
。

な
お
、
本
稿
は
東
京
大
学
古
代
文
学
研
究
会
（
二
〇
二
一
年
四
月
四
日
、

Zoom

開
催
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
ご
教
授
頂
い
た
先

生
方
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。




